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1 は じ め に

サトイモの栽培は,掘取り機,調整機,選別機などが実

用化され,機械化が進んでいる。また,近年の販売価格 も

好調なことから,岩手県内ではJヒ上地方を中心に栽浩面積

が伸びており,1991年には岩手県全体で221haに 達した。

一方,種用サ トイモは収穫量の 2割以上を使い,圃場に

深さ約15mの穴を掘り,こ の穴に株のまま貯蔵 している。

この方法はイその貯蔵率に年次差があるうえに,労力的

にもイモの使用量の面からも効率が悪く,簡便な種用サ ト

イモの貯蔵技術の開発が強く望まれていた。そこで,種用

サ トイその貯蔵法について,親イモから離した状態で,土

中貯蔵でない既設のむろ等を利用する方法について検討し

た。

2試 験 方 法

試験 1 貯蔵形態の検討

(1)貯蔵方法

1)貯蔵イその状態 :株 (無消毒),子イモ (無消∋ ,

子イモ (消毒)

2)貯蔵形態 :無包装 (コ ンテナ貯蔵),ポ リエチレ

ン包装 (厚 さ003m,折込み包装),発泡スチロール (株

貯蔵は容量50′ ,子イモ貯蔵は20″ のものを使用),ボ リ

エチレン+籾がら (籾がらを入れたポリエチレン袋の中に

イモを貯蔵)

12)貯蔵手順

1990年 H月 14日 に堀取り,株貯蔵はそのままで,子 イモ

2   ″   ポリエチレン包装

3   ″   発泡スチロール箱

貯蔵は親イモから離し,直ちにファイロンハウスに広げて,

11月 21日 まで乾燥させた。消毒は16日 にチクラム・ ベノミ

ル水和剤20倍液に 1分間浸漬処理をし,再び広げて■月21

日まで乾燥させた。

13)貯蔵場所

1)地上むろ (黒岩)

北上市黒岩,土手をくりぬいて作ったコンクリート製む

ろ (幅295m,奥行き295m,高さ2m)。 壁面からの水分

の侵入防止のため,床面に籾がらを敷き,側面と天丼に発

泡スチロール板 (厚さ25m)を はった。

2)地下室 (園試)

岩手県園芸試験場農産物加工指導センター地下室

(41 貯蔵期間

1990年 11月 21日 ～1991年 4月 2日。

(51 試験規模

株貯蔵 5株/区 ,子イモ貯蔵 30個/区。

試験Π 実用規模での検討

(1)貯蔵方法

株 (無消毒),子 イモ (無消毒),子 イモ (消毒)

1991年 ,'92年 に実施した。貯蔵手順は基本的に1990年

と同じ。貯蔵期間はいずれも,12月 中旬から翌年 4月 上旬。

2)試験規模

各区ともコンテナ (37× 52× 29cm)単位で実施 した。株

貯蔵11株/区 ,子イモ貯蔵250～ 35013/区。

試験皿 低温が貯蔵に及ぼす影響の検討

1991年 12月 13日 から1992年 2月 19日 まで,園試地下室に

コンテナに入れ貯蔵 した子イモ (チ ウラム・ ベノミル水和

表 1 貯蔵終了時の健全イモ割合 (1990年)                           (個 数%)

区  名  麗 晰 塑  
―
可 ― ■ ― ■ ≒ ¬ 戸    

園  試

Ⅱ    ■     O    I    II    I
l株 貯 蔵 無包装(コ ンテナ貯蔵)  789  211  0   0    750  188  63  0

865    135    0      0
72 6     194     8 1      0

854    104     42     0
667    333     0      0

6(無 消毒) ポリエチレン包装

7   ″   発泡スチロール箱

4   ″    ポリエチレン袋十籾がら  llX1   0   0    0    89 1  10 9   0   0
5子イモ貯蔵 無包装(コ ンテナ貯蔵)  240  160 440  160   345  345  241  69

83    625   292     0 80    640    280     0
40    600   320     40       0     100       0      0

8   ″   ポリエチレン袋+籾がら  320  520  120   40   217  391  348  43
9子イモ貯蔵 無包装 (コ ンテナ貯蔵)  100   0   0   0   100   0   0   0
10 (消 毒) ポリエチレン袋十籾がら  667  267  33   33   385  615   0   0
注 イその健全度 :0 健全,I わずかに軟化,■  20～30%軟化,I1 50%程度軟化
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剤消毒)を使用 した。 2月 19日 に3℃ と5℃の恒温槽に移

し,4月 28日 まで貯蔵した。

3 試験結果及び考察

まず最初に,子イモ貯蔵の貯蔵形態が貯蔵率に及ぼす影

響を調べた。cA効果をねらったポリエテレン包装,発泡

ステロール箱及びCA効果と吸湿効果をねらったポリエチ

レン袋+籾がら,それにチウラム・ベノミル水和削
"倍

液・

1分間浸漬消毒による腐敗防止効果について検討した。

結果を表 1に示 した。

貯蔵中に子イモに発生する腐敗は,親から離 した部分か

ら発生 した。処理区の中で安定的に腐敗発生が少なかった

のは,消毒区であった。消毒区は無包装とポリエチレン+
籾がらの貯蔵形態で貯蔵 したが,黒岩,園試いずれも90%
以上のイモが健全あるいは軽微の腐敗発生であり,種イモ

表2 貯蔵終了時の健全イモ割合 (1991年 )

として使用可能であった。しかし,無消毒の場合は,いず

れの包装形態でも種イモとしては用いられない程度に腐敗

が発生した割合が高く,効果的な貯蔵形態は見いだせなかっ

た。なお,貯蔵後の健全イモの出芽,本圃での生育は,い
ずれの処理についても,正常であった。

この1990年の貯蔵形態の検討結果から,簡便で効果的な

子イモ貯蔵の方法として,チ ウラム・ ベノミル来和剤消毒・

無包装処理を選択し,1991年及び'92年 にプラスチックコ

ンテナに実用規模で子イモを保管 し検討した。実用規模で

大量貯蔵 した場合でも,無消毒・子イモ貯蔵区の健全イモ

割合が25～50%程度であったのに対し、消毒・子イモ貯蔵

区はほぼ全区が80%以上の高健全率を示した (表 2,3)。

チウラム・ ベノミル水和剤処理による貯蔵中の腐敗発生防

止効果は顕著であった。この間の貯蔵環境の温,温度は
,

黒岩,園試いずれも温度5～ 8℃ ,湿度75～90%で推移した。

91 5

名区

０
一印

Ⅱ    ll1  0+I I 0+I
65     43    892 4   361

41 8    427    113     4 2    845      452    402    11 8     28    854
3 子イモ貯蔵 (無消毒)  20  317  379  284  337   28  251  430  291  279
注 イその健全度の指標は表1の 注に同じ。

2 子イモ貯蔵 (消毒)

1

黒季′[惇霞{婚奎諮

表 3 貯蔵終了時の健全イモ割合 (1992年 )

1'事   区  名   習豪 0  1  Ⅱ  l1 0+I
表 6 低温処理と収穫期の生育 (1991年 )

貯蔵温度雇お露最蕎『 両ぶ
生
耳,テ

株
3象3     71 0   440   270    45      667

5R3     766   434   295    48

②

③

④

″　
″　
″

山石

注 イモ健全度の指標は表1の 注に同じ

表4 低温処理と貯蔵性

29

注 生育不良株 :草丈が50cn以下の株

なかったが,3℃処理したものは発芽後の腐敗及び生育不

良株が多かった。これも一種の低温による影響と考えてよ

いと思われる。今後,低温との道遇時間 (期間)と 障害発

生の関係など,更に検討すべき点も残されているが,と り

あえずは貯蔵期間中 5℃以上に保持すれば,実際上は障害

発生は問題にならないといえる。

4 ま と め

に)簡便で,効率的な種用サ トイその貯蔵法について検

討した結果,有効な方法が見いだされた。貯蔵手順は以下

のとおりである。①親イモから子イモを分離 し軽く乾かす。

②チウラム・ベノミル水和剤20倍液に,1分間浸漬 し消毒

する。③木箱等に広げて乾かす。④プラスチックコンテナ

に 7割程度入れて貯蔵する。

② 貯蔵場所は温度 5～ 8℃ ,湿度75～90%が維持でき

る地上むろ等が適当である。

(3)こ の方法での貯蔵率は70～80%と 思われる。

179 357 156
328 786 189
337 759 172
344 587 330
363 644 228

189
21
47
73
30

23
296
03
20
11
96

976
513
975
93 1

917
872

31 354 322

園子′[停霞{鸞砧鶏5':`l:

試      ″
     8 ::: 訴 :: 罪 ::

″   ④ 344375369

株貯蔵 129 193 677
225 420 352
14 8  65 785
11 3  2 9 85 6

103  1 5 88 1

90 165 744

(個体%)

織 諭
3℃  133800 67 0 938 688 316 642
5℃  400486114 0 886 946  54 838
注 1)子イモの健全度 :表 1の注と同じ。

2)最終歩留まり=健全イモ割合 (0+1)×正常発芽割合。

サトイモは低温感受性作物として知られるので,貯蔵途

中の低温への遭遇が貯蔵率,圃場での生育に与える影響に

ついても検討した。貯蔵終 了時点のイモの健全度には差が
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